
時をこえて。冬の遊び、心の風景
１月２８日　昔の冬遊び

村公式LINE

　村公式LINEで行政情報や
防災行政無線の内容等をご
覧いただけますので登録して
ご利用ください。
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第
12
回
東
成
瀬
村
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

第
12
回
東
成
瀬
村
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
１
月
20
日
、（
一
社
）
東
成
瀬
村
観
光
物
産
協
会
に
よ
る
第
12
回
東
成
瀬
村
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
が
行
わ
れ
、「
景
観
部
門
」、「
生
活
部
門
」、「
成
瀬
ダ
ム
部
門
」
合
わ
せ
て
１
０
６
点
の
応
募

が
あ
っ
た
作
品
か
ら
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「森の天使」刈　谷　みよ子景観部門　最優秀賞

生活部門　最優秀賞

　須川湖でサップを楽しむ方が増えてきたのでしょうか、過去のコンテスト入賞者の写真効果も
あるのでは？と嬉しく思いながら選ばせてもらいました。
　まずは光の選択がいいですね。上段の紅葉、中央の反射する水面、下段の紅葉の写り込み、こ
れら三つの要素が逆光気味の光の中でより美しく際立ちました。また、その画面配分の分量と色
のバランスも見事です。「私も行ってみたい！」と思わせてくれる作品です。

　「森の天使」と例えたギンリョウソウの花と話をしながら撮影したのでしょうか、その会話が聞こえてくるよ
うです。まるで絵物語のワンシーンを見ているような感覚にとらわれ、思わず次のページをめくってみたくなり
ました。見逃せないのは、その優しい眼差しの奥に潜んだ冷静なテクニック。花と同じ目線にカメラアングルを
設定。花を引き立たせるための背景のブナの木の配列。自分の世界観を表現するための少し明るめの露出。たく
さんの技術が相まって作り上げられた見事な作品です。スマホ撮影というのも驚きです。

「湖面散策」備　前　源　一

※

写
真
の
コ
メ
ン
ト
は
審
査
委
員
長
か
ら
で
す
。
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「走る影」菅　原　徳　雄

「田植えに無邪気な子供達」
　髙　橋　豊太郎　

生活部門
賞

最優秀賞
優秀賞
優秀賞
入選
入選
入選

氏　名
備前　源一
髙橋豊太郎
五十嵐敏紀
酒井　　浩
刈谷　孝也
菊池　克也

　　題　名
湖面散策
田植えに無邪気な子供達
小春日和の散歩
このブナ太いね
山村春景
収穫の日

住　所
東成瀬村
東成瀬村
横手市
横手市
仙台市
横手市

村長特別賞
部　門
景観

氏　名
五十嵐仁子

　　題　名
仙人の郷

住　所
横手市

審査結果 敬称略

成瀬ダム部門　最優秀賞

　圧倒的なスケールで迫るダム
の巨壁と、そこで働く人間の姿
を対比。豆粒のように小さな作
業員の一歩一歩が、この巨大構
造の形を作っています。技術の
偉大さと、それに挑む人間の謙
虚な挑戦というものを表現しま
した・・・と言う作者のコメン
ト通りの作品です。
　左には流れるような斜行のラ
イン、右には階段状の横のライ
ン、その形の切り取りと色バラ
ンスのデザインセンスが光りま
す！巨壁工事途中という不安定
さの中で、均衡を保っているの
が人の存在。その人と人工物と
の大きさの対比表現と配置場所
も見事です。ダムの記録写真か
らアート作品へと昇華したセン
ス抜群の作品です。

　今年は「観光物産協会主催」のプリント
で応募するこのコンテストと、ネット上の
応募ができる「東京カメラ部と村とのコラ
ボレーション」のコンテストが同時開催されたとのことでした。ネットでの応募は、気軽に誰
でもご応募いただけるメリットがあるので、とてもいい試みだと思っていますが、残念ながら
こちらの紙焼きプリントでの応募数は少なくなってしまいました。しかしその内容は相変わら
ずの高レベルな作品が揃いました。
　写真はプリントし、展示してこそ、その価値が出てくると思っています。その一手間をかけ
ることにより、写真の上達につながり、更には村への深い愛着が生まれると信じています。変
わらず、紙焼きプリントでのコンテストの開催に感謝をしながらの審査となりました。

審 査 講 評

賞
最優秀賞
優秀賞
優秀賞
入選
入選
入選

氏　名
刈谷みよ子
刈谷　孝也
石田　直哉
高橋　　弘
友井　謙二
菅原　徳雄

　　題　名
森の天使

遅春
彩と廃の対比
村のたそがれ
紅葉に抱かれた青
走る影

住　所
仙台市
仙台市
美郷町
花巻市
相模原市
東成瀬村

ちしゅん

景観部門

「巨壁と人」石　田　直　哉

成瀬ダム部門
賞

最優秀賞
優秀賞
優秀賞
入選
入選
入選

氏　名
石田　直哉
刈谷　孝也
高橋　　弘
村田　孝治
五十嵐敏紀
五十嵐信一

　　題　名
巨壁と人
流れる朝靄
完成に向けて
早春に現る滝
重機使用ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ
ダム源流

住　所
美郷町
仙台市
花巻市
横手市
横手市
横手市
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寄贈

ク
マ
対
策
装
備
を
寄
贈

　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

　
１
月
23
日
、
こ
ま
ち
農
業
協
同
組
合
様

よ
り
、
ク
マ
対
策
装
備
と
し
て
防
護
盾
６

枚
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
20
個
の
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。
今
年
度
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
大
量

出
没
が
続
い
た
た
め
、
対
策
に
必
要
な
資

機
材
の
支
援
を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
装
備
は
、
住
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
現
場
で
の
活
動
や
緊

急
時
の
対
応
に
最
大
限
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
１
月
９
日
に
東
成
瀬
村
雪
害

警
戒
部
を
設
置
。
そ
の
後
、
強
い
冬
型
の

気
圧
配
置
が
長
引
い
た
こ
と
に
よ
る
降
雪

が
続
き
、
雪
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
１
月
26
日
を
も
っ
て
東
成
瀬
村

雪
害
対
策
部
へ
改
組
（
設
置
）
し
、
今
後

起
こ
り
う
る
雪
害
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
降
雪
状
況
を
注
視
し
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
作
業
を
行
う
際
は
、

複
数
人
で
行
う
な
ど
事
故
の
な
い
よ
う
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雪
に

よ
る
災
害
な
ど
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
防
災

対
策
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課
防
災
対
策
室
☎
47
３
４
０
１

第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙　
投
開
票
結
果

　
２
月
８
日
に
行
わ
れ
た
第
51
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
本
村
の
投
票
率
は
73
．

13
％
で
、
前
回
投
票
率
の
72
．
97
％
を

０
．
16
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
全
県
市
町
村

別
で
は
最
高
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
投
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

選挙

「
雪
害
対
策
部
」
を
設
置

　
　
　
　
　
　
し
ま
し
た

防災

雪
害
に
注
意
！

当日の有権者数（人）
投　票　者　数（人）
棄　権　者　数（人）
投　　票　　率（％）

◆投票結果

931
701
230
75.30

男 女 合計
993 
706 
287 
71.10 

1,924 
1,407 
517 
73.13 

※小選挙区、比例代表とも同数
※国民審査は65.80％

◆小選挙区（３区）開票結果
　投票総数 ………………… 1,407票
　有効投票数 ……………… 1,362票
　無効投票数 ……………………45票
　持ち帰り他 …………………… 0票
候補者名（届出順）
みのり川　信英
村岡　としひで

政党等名称
自由民主党
国民民主党

得票数
786票
576票

◆比例代表開票結果
　投票総数 ……………………… 1,407票
　有効投票数 …………………… 1,384票
　無効投票数 …………………………23票
　持ち帰り他 ………………………… 0票
政党等名称（届出順）

れいわ新選組
中道改革連合
自由民主党
参政党
日本共産党
社会民主党
チームみらい
国民民主党
日本保守党
日本維新の会

得票数
40票
206票
652票
44票
65票
13票
36票
251票
18票
59票

役場からのお知らせ
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移
住
定
住
住
宅
は
、
民
間
事
業
者
が
建

設
し
た
良
質
な
住
宅
を
村
が
借
り
上
げ
、

入
居
者
に
賃
貸
す
る
住
宅
と
な
り
ま
す
。

　

募
集
要
項
や
入
居
申
込
書
等
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
か
、
役
場
企
画
課
で
配
付
し
て

い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
２
月
26
日
（
木
）
ま
で

◆
募
集
住
宅　
移
住
定
住
住
宅
Ａ
棟
（
田

子
内
字
天
神
林
）

◆
募
集
戸
数　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸　
Ａ
棟

１
０
５
号
（
１
階
）

　
　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸　
Ａ
棟

２
０
４
号
（
２
階
）

◆
附
帯
設
備　
駐
車
場
（
カ
ー
ポ
ー
ト
）

１
台

外
部
物
置　
１
箇
所

◆
入
居
者
選
定　
入
居
者
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
優
先
順
位
や
世
帯
の
状
況
等
を

入
居
選
考
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
て

決
定
し
ま
す
。
優
先
順
位
は
、
１
特
別

の
理
由
が
あ
る
者
、
２
移
住
者
、
３
定

住
者
と
な
り
ま
す
。

◆
入
居
時
期　
３
月
上
旬
か
ら
３
月
下
旬

予
定

◆
家
　
　
賃　
月
額
4
万
8
千
円
か
ら
5

万
2
千
円

※

上
記
金
額
は
、
家
賃
補
助
金
適
用
後
の

家
賃
と
な
り
ま
す
。

◆
敷
　
　
金　
10
万
円
（
契
約
時
に
納

付
）

※

詳
細
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
貸
付
対
象
者　
東
成
瀬
村
民
で
「
高
等

学
校
」
、
「
大
学
」
、
「
短
期
大
学
」
、

「
各
種
学
校
」
に
在
学
（
ま
た
は
入
学

予
定
）
し
、
経
済
的
な
理
由
で
奨
学
金

の
貸
付
を
真
に
希
望
さ
れ
る
方

◆
貸
付
期
間　
正
規
の
修
学
年
数

◆
貸
付
額
（
月
額
）　

・
高
等
学
校　
２
万
円

・
大　
　
学　
５
万
円

・
短
期
大
学　
５
万
円

・
各
種
学
校　
５
万
円

◆
利
率
　
無
利
子

◆
申
込
み
方
法　
教
育
委
員
会
に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類　
調
書
、
在
学
証
明
書
（
ま

た
は
合
格
通
知
の
写
し
）
、
令
和
７
年

度
納
税
証
明
書
等

◆
申
込
期
間　
３
月
２
日
（
月
）
か
ら
３

月
３
１
日
（
火
）
ま
で

◆
そ
の
他　
他
の
奨
学
金
制
度
と
併
用
で

き
ま
す
。

問　
教
育
委
員
会　
47
３
４
１
５

移
住
定
住
住
宅
Ａ
棟
入
居
者
募
集

野
菜
ス
ー
プ
で

　
　
あ
た
た
ま
っ
て
！

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
１
月
30
日

に
開
催
さ
れ
た
な
る
せ
保
育
園
雪
ま
つ
り

に
お
い
て
、
『
ミ
ニ
こ
ど
も
食
堂
』
と
し

て
、
「
寒
さ
に
負
け
る
な
！
寒
気
断
（
さ

む
け
だ
ん
）
ス
ー
プ
」
と
称
し
た
野
菜

ス
ー
プ
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ス
ー
プ
は
、
「
温
か

い
！
」
「
お
い
し
い
！
」
と
好
評
で
、
お

か
わ
り
続
出
で
し
た
。

　
レ
シ
ピ
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
母
子

モ
ア
プ
リ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
庭
で
も
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月
８

日
（
日
）
に
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催

予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
母
子

モ
ア
プ
リ
、
村
L
I
N
E
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉

課
内
）
☎　
47
３
４
１
０

令
和
８
年
度
奨
学
資
金

貸
付
希
望
者
を
募
集

し
ま
す

募集

◆
募
集
期
間　
３
月
５
日
（
木
）
ま
で

◆
募
集
住
宅　
移
住
定
住
住
宅
Ｂ
棟
（
田

子
内
字
天
神
林
）

◆
募
集
戸
数　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸　
B
棟

１
０
４
号
（
１
階
）

◆
附
帯
設
備　
駐
車
場
（
カ
ー
ポ
ー
ト
）

２
台

外
部
物
置　
１
箇
所

◆
入
居
者
選
定　
入
居
者
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
優
先
順
位
や
世
帯
の
状
況
等
を

入
居
選
考
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
て

決
定
し
ま
す
。
優
先
順
位
は
、
１
特
別

の
理
由
が
あ
る
者
、
２
移
住
者
、
３
定

住
者
と
な
り
ま
す
。

◆
入
居
時
期　
３
月
中
旬
か
ら
３
月
下
旬

予
定

◆
家
　
　
賃　
月
額
５
万
８
千
円
か
ら
６

万
円

※

上
記
金
額
は
、
家
賃
補
助
金
適
用
後
の

家
賃
と
な
り
ま
す
。

◆
敷
　
　
金　
10
万
円
（
契
約
時
に
納

付
）

※

詳
細
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
・
申
込
み　
企
画
課　
☎
47
3
4
0
2

移
住
定
住
住
宅
Ｂ
棟
入
居
者
募
集

子育て

◀村ホームページ

information
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季
節
の
変
わ
り
目
、
心
の
不
調
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
心
身
共
に
不
調

を
き
た
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
卒
業
・
入

学
、
就
職
、
転
居
な
ど
で
生
活
環
境
・
立

場
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が
影
響
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
生
活
環
境
に
変
化
は
な

く
て
も
、
周
り
が
変
化
す
る
こ
と
で
つ
い

て
い
け
な
く
な
り
、
「
こ
こ
ろ
」
が
疲
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
大
切
な
方
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み

ま
せ
ん
か

　
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
こ
と

や
話
す
こ
と
で
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
の

形
や
重
さ
が
変
わ
り
、
考
え
や
す
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切

な
方
が
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
打
ち
明
け
た
時
に
は
、
無
理
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
そ
っ
と

耳
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
話
を
聴
い

て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
相
手
に

と
っ
て
は
心
の
負
担
を
軽
く
す
る
大
き

な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

◆
専
門
機
関
に
つ
な
が
る
こ
と
も
必
要

　
悩
み
が
長
期
化
す
る
と
、
心
が
ど
ん

ど
ん
す
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
専
門

機
関
や
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
本
人
の
相
談
で
な
く
て
も
、

周
り
で
支
援
す
る
方
が
相
談
す
る
こ
と

も
方
法
の
一
つ
で
す
。

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
会
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
村
で
は
、
臨
床
心
理
士
の
先
生
を
お

招
き
し
て
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

家
庭
・
職
場
・
友
人
な
ど
の
人
間
関
係

に
関
す
る
悩
み
、
子
育
て
の
悩
み
、
医

療
機
関
の
受
診
方
法
な
ど
様
々
な
悩
み

に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

・
日
時　
３
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
①
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
②
10
時
30
分
か
ら

・
会
場　
診
療
所
１
階
相
談
室

・
担
当　
臨
床
心
理
士　
戸
田
麻
美
先
生

・
予
約　
健
康
福
祉
課　
保
健
師

◆
保
健
師
よ
る
電
話
相
談
・
訪
問
相
談
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す

　
ご
自
身
や
家
族
の
心
と
体
の
こ
と
を

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
健
康
、
介
護
、

心
の
疲
れ
、
子
ど
も
の
こ
と
な
ど
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

　
令
和
８
年
度
の
各
種
検
診
対
象
者
調
べ

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
各
種
健

診
・
が
ん
検
診
を
村
の
総
合
検
診
ま
た
は

医
療
機
関
で
受
診
す
る
方
を
把
握
す
る
た

め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
配
布
に
つ
い
て

　
３
月
中
に
、
結
核
予
防
婦
人
会
を
通

じ
て
各
世
帯
に
配
布
予
定
で
す
。

◆
提
出
に
つ
い
て

　
全
世
帯
の
方
か
ら
の
提
出
が
必
要
で

す
。
空
欄
が
な
い
よ
う
記
入
の
上
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
、
ポ
ス
ト

へ
投
函
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

提
出
方
法
が
こ
れ
ま
で
と
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

ポ
ス
ト
投
函
が
難
し
い
方
は
、
地
区
の

結
核
予
防
婦
人
会
役
員
ま
た
は
健
康
福

祉
課 

保
健
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
は
、
対
象
者
調
べ
に
同
封

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
健
（
検
）
診
の
種
類
に
つ
い
て

　
村
で
受
け
ら
れ
る
健
（
検
）
診
は
次

の
と
お
り
で
す
。
職
場
や
医
療
機
関
で

受
診
さ
れ
る
方
は
内
容
を
確
認
し
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
種
類

・
一
般
健
診
、
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者

健
診

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診
（
65
歳
以
上
は
ど

ち
ら
か
を
選
択
）
、
大
腸
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
40
歳
の
み
）
、

ピ
ロ
リ
菌
検
査
（
40
歳
の
み
）

　
健
（
検
）
診
は
、
年
に
１
回
の
大
切
な

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
で
す
。
自
分
の
た

め
、
家
族
の
た
め
、
大
切
な
ひ
と
の
た
め

に
、
各
種
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問　
健
康
福
祉
課　
☎
47
３
４
１
０

　健康づくりポイント事業のポイント付与・特典申込は
3月31日（火）までです。
　対象事業に参加し、５ポイントまたは10ポイント貯
まったら特典と交換できます。ポイントカードをお持ち
の方は、今一度カードを確認し、健康福祉課へご提出く
ださい。
※健診・人間ドックの受診は、特典と交換するための必
須項目です。
※令和７年度分のポイントは、令和８年度分に繰り越し
できませんので、ご了承ください。

◆健康づくりポイント特典申込は
お済みですか？

検
診
対
象
者
調
べ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〜
提
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
〜

健康
づくり

役場からのお知らせ
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た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
年

金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予

定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請

の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申

請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
生
活
課　
☎
47
３
４
０
３

　
　
大
曲
年
金
事
務
所　
☎
０
１
８
７
63

２
２
９
６

※

詳
細
・
ご
不
明
点
は
ご
遠
慮
な
く
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　
企
画
課　
☎
47
３
４
０
２

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
学

生
も
加
入
し
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

◆
所
得
の
目
安

　
1
2
8
万
円
＋
｛
扶
養
親
族
等
の
数

×

38
万
円
｝
＋
社
会
保
険
料
控
除
等
で

計
算
し
た
額
以
下

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

国保

　
　―

 

方
言
活
用
推
進
事
業 ―

◆
選
考
方
法

　
３
月
中
旬
に
、
東
成
瀬
村
方
言
活
用

推
進
委
員
会
が
設
置
す
る
「
選
考
委
員

会
」に
て
、応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作

品
を
選
考
い
た
し
ま
す
。

◆
結
果
発
表

　
入
賞
者
へ
通
知
し
ま
す
。入
賞
作
品

は
村
広
報
に
て
紹
介
、
応
募
作
品
の
全

て
を
村
内
施
設
等
へ
掲
示
い
た
し
ま

す
。

◆
そ
の
他　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

◆
応
募
締
切　
３
月
６
日（
金
）

　
今
後
、優
秀
作
品
を
中
心
と
し
て『
方

言
カ
ル
タ
』を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

方
言
を
使
っ
て
、ご
近
所
や
友
達
、家
族

と
語
り
合
い
、
応
募
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

問　
教
育
委
員
会　
☎
47
３
４
１
５

◆
行
政
相
談
委
員　
髙
橋　
豊
太
郎　
氏

◆
行
政
相
談
事
例

・
地
区
の
公
園
に
不
法
投
棄
物
が
あ
り
、

撤
去
し
て
も
ら
い
た
い

・
近
隣
の
空
き
家
が
解
体
さ
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
な
ど
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

問　
総
務
課　
☎
47
３
４
０
１

仙
人
の
郷
流
俳
句
・
川
柳
の
募
集

　
東
成
瀬
村
方
言
活
用
推
進
委
員
会
で
は
、

村
民
が
方
言
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
に

誇
り
を
も
ち
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
村
の
財
産
で
あ
る
方
言
を
活

用
し
た
俳
句
や
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
要
項

・
方
言
が
入
っ
て
い
る
こ
と

・
一
人
、
何
点
で
も
応
募
可

◆
応
募
方
法

・
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
村
教
育
委
員

会
へ
郵
送
、
F
A
X
、
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

・
応
募
用
紙
以
外
の
用
紙
で
応
募
す
る
場

合
、
作
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
公
表
用

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
記
入
の
上
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
標
準
語
訳
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

募集　
行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
相
談
を
受
け
付
け
る
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時
及
び
会
場

２
月
24
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
30
分
ま
で

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
る
ん　
２
階

会
議
室 特

設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

相談

助成

高
校
生
バ
ス
通
学
費
等
補
助
金

　
高
校
生
バ
ス
通
学
費
等
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
の
皆
様
へ
、
申
請
期
限
の
お
知
ら

せ
で
す
。 

　

本
年
度
分
（
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
）
の
申
請
は
、
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

の
受
付
け
と
な
り
ま
す
。
申
請
漏
れ
が
あ

る
場
合
は
、
お
早
め
に
お
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。 申

請
期
限
の
お
知
ら
せ

information
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昔
の
冬
の
遊
び
を
体
験
！

保
育
園
年
長
さ
ん
と
の
交
流
会

夢
い
っ
ぱ
い　

か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く

　
東
成
瀬
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
４
名
の
指

導
者
を
お
招
き
し
、
１
月
21
日
に
１
・
２

年
生
を
対
象
と
し
た
ス
キ
ー
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、生

徒
た
ち
は「
自
然
と
の
親
し
み
」や「
仲
間

と
の
交
流
」
と
い
う
ね
ら
い
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
冬
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
を
存

分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
雪
国
に
お
い
て
除
排
雪
の
苦
労
は
絶
え

ま
せ
ん
が
、
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
の
で

は
な
く
、
体
を
動
か
す
心
地
よ
さ
を
味
わ

い
、
雪
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
き
合
う
姿
勢

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

「
生
涯
に
わ
た
る

　
　

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
充
実
」

　
東
成
瀬
村
岩
井
川
の
谷
藤
塗
装
さ
ん
よ

り
、
受
験
生
を
応
援
す
る
手
作
り
の
絵
馬

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。一
昨
年
の
卒
業
生

保
護
者
で
も
あ
る
谷
藤
さ
ん
が
制
作
し
た

こ
の
絵
馬
に
は
、
合
格
へ
の
願
い
を
込
め

た「
す
べ
ら
な
い
特
殊
塗
装
」が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。「
努
力
を
自
信
に
変
え
て
、
夢
を

叶
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
地
域
の
温
か
な

思
い
が
詰
ま
っ
た
絵
馬
。３
年
生
の
努
力

が
実
を
結
び
、
笑

顔
の
春
が
来
る
こ

と
を
心
よ
り
応
援

し
て
い
ま
す
。

「
谷
藤
塗
装
さ
ん
か
ら
受
験
生
へ

　
　
　
　

手
作
り
絵
馬
の
贈
り
物
」

生
き
生
き
東
中
生

　
１
月
28
日
に
、
１
年
生
が
年
中
行
事
で

「
昔
の
冬
の
遊
び
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
先
生
の
佐
々
木
友
信
さ
ん
か
ら
、

箱
ぞ
り
や
竹
ス
キ
ー
な
ど
、
昔
の
遊
び
道

具
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
初
め
て
見
る
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
道

具
に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
様
子
で
挑
戦
し
て

い
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し

い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
度
も
挑
戦

し
、
「
楽
し
い
、
も
っ
と
遊
び
た
い
！
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
に
、
保
育
園
の
年
長
児
と
１

年
生
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
初
め

に
１
年
生
の
漢
字
の
学
習
の
様
子
を
参
観

し
た
後
、
年
長
児
が
１
年
生
の
児
童
と
一

緒
に
鉛
筆
で
名
前
を
書
い
た
り
、
お
店
屋

さ
ん
ご
っ
こ
で
交
流
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
年
長
児
を
リ
ー
ド
し
て
進
め
る
１
年
生

が
、
と
て
も
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。
ま

た
年
長
児
の
み
な
さ
ん
も
、
お
店
屋
さ
ん

か
ら
も
ら
っ
た
た
く
さ
ん
の
カ
ー
ド
を
手

に
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲スキー教室の様子

▲絵馬ありがとうございます

▲雪遊び、楽しかったよ

▲お店屋さんごっこ ▲先輩の勉強の様子を見学

▶
け
っ
こ
う
速
い
ぞ
！
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雪
の
魅
力
を
満
喫
！

「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」

成
瀬
和
紙
で
ち
ぎ
り
絵

書
道
教
室

　
１
月
19
日
、
「
成
瀬
和
紙
の
里
」
の

方
々
と
一
緒
に
、
成
瀬
和
紙
を
使
っ
た
ち

ぎ
り
絵
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
自
分
で
書
い

た
下
絵
に
、
和
紙
を
ち
ぎ
っ
て
貼
り
重
ね

る
だ
け
で
色
や
質
感
の
あ
る
あ
た
た
か
な

作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
書
道
教
室
で
は
、
令
和
８
年
度
の
生
徒

（
４
年
生
以
上
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま

す
。

申
込
は
、
な
る
せ
児
童
館
ま
で

☎
38
８
７
１
１

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

　
１
月
30
日
、
な
る
せ
っ
子
雪
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
宝
探

し
や
的
当
て
、
か
ま
く
ら
な
ど
で
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。
玄
関
先
で
は
ホ
ッ
ト
ド

リ
ン
ク
等
が
提
供
さ
れ
、
親
子
で
暖
を
と

る
姿
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
月
３
日
に
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。
鬼

が
現
れ
る
と
、
豆
に
見
立
て
た
紙
ボ
ー
ル

の
嵐
を
鬼
に
浴
び
せ
、
見
事
退
治
し
ま
し

た
。
自
分
の
中
の
悪
い
鬼
を
追
い
出
し
て

福
を
招
き
入
れ
た
こ
と
で
、
今
年
一
年
間

の
無
病
息
災
を
願
う
行
事
が
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

▲白熱！鬼退治▲お菓子をくれた優しい鬼さんと記念撮影 ▲ダンス「鬼のパンツ」

▲大好評！ばばあめ ▲ママと一緒 ▲珍しい箱ぞり体験

虎
の
穴
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
）

令
和
８
年
度
生
徒
募
集
中

『変な地図』
雨穴　著／双葉社

本のご予約承ります。　 ☎ 38－8711まで

おらほの図書館きてたんせきてたんせ

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室

（旧ツイッター）

やってます。やってます。

　ホラー、謎解き、サスペ
ンス、歴史、恋愛⁉…
　あらゆる要素を詰め込ん
だ「変な家」「変な絵」に続く、雨穴
「変なシリーズ」の集大成!!

▲日本ならではのアート「ちぎり絵」
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Assistant　Language　Teacher

なるせダイアリー

At the end of January, I traveled to Hiroshima with my friend. We 
were there for 4 days. First, we went to Miyajima and saw the 
beautiful tori gate in the sea. Then we visited the peace museum 
and saw the atomic bomb dome. Lastly, we traveled to Onomichi. 
It is a seaside town that is built on a hill. We climbed to the top and 
saw an amazing sunset!

　１月の終わりに、友人と広島へ旅行に行きました。滞在

期間は４日間です。

　まず、宮島へ行って海に浮かぶ美しい鳥居を見ました。

それから平和記念資料館を訪れ、原爆ドームを見学しまし

た。最後に、尾道へ足を運びました。尾道は坂道に作られ

た海辺の町です。私たちは山頂まで登り、素晴らしい夕日

を見ることができました！

カイル
の

カイル
の

　アメリカのオハイオ州出身です。アメリカのケント

州立大学で美術教育と日本語を勉強しました。

　令和５年８月７日、村のＡＬＴに着任しました。

　絵を描いたりゲームすることが好きです。よろしく

お願いします！

Kyle Joseph Straka(カイル・ジョセフ・ストレイカ)

～広島旅行！～���������������������

◆介護食とは
　噛む力や飲み込む力が弱くなった方でも安全に、
そしておいしく食べられるよう工夫された食事の
ことです。高齢者や病後の方、嚥下障害のある方
などにとって、食事は栄養補給だけでなく、生活
の楽しみや心の支えにもなります。
◆介護食の主な特徴
・やわらかさ・形状の工夫：食べる人のお口の機能
に合わせて食べ物の固さ、大きさを調整します。
全部ご自身の歯、部分入れ歯、総入れ歯または噛
み合う歯、入れ歯がない方で食べられる形状は変
わってきます。
・とろみの調整：誤嚥（ごえん）を防ぐため、飲み
物や汁物にとろみをつけて、喉を通過する早さを
調整します。
・栄養バランス：少量でもしっかり栄養が摂れるよ
う、エネルギーやたんぱく質を強化する必要があ
ります。食事の水分が増えれば、必要カロリーを
摂るために食事量を増やす必要があります。
・見た目の工夫：食欲をそそるよう、彩りや盛り付
けにも配慮が必要です。見た目が悪いものを食べ
ようと思えますか？

　自分で、介護食をつくるというのも大変だという
方は、ユニバーサルデザインフードやスマイルケア
食という市販品があります。ドラッグストアや一部
薬局でも扱っていますので、お店の方に相談してみ
てください。
　介護食は「食べる力」に合わせて段階的に調整す
ることが大切です。ただ、小さく刻めば介護食とい
うわけではありません、細かく刻めば、噛まなくて
もいいと思われるかもしれませんが、ひとつの塊に
ならなければ、飲み込めません。これを食塊といい
ます。飲み込めるか、飲み込めないか、そこが重要
なところです。歯があればいいわけでもなく、飲み
込むためには舌がちゃんと機能しているかが重要で
す。
　介護食も大切ですが、まず、歯・入れ歯を整え噛
める力や飲み込むために舌を鍛えることが重要です。
人は、無意識のうちに自分の口の中で歯や舌を使っ
て介護食を作り、口や喉の周りの筋肉の力で飲み込
んでいることを忘れないでください。

介護食について
ジュネスデンタルクリニック　小菅　一弘先生　監修

お口からめざす健康長寿コーナー
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コ
ツ
コ
ツ
募
金
運
動
積
立
金

を
増
田
地
区
交
通
安
全
協
会

東
成
瀬
支
部
へ
提
供

豊
作
を
祈
っ
て

　
　
　
雪
中
田
植
え

　

２
月
６
日
、
安
全
を
守
る
女
性
の
会

（
令
和
６
年
３
月
末
解
散
）
は
、
活
動
の

一
つ
と
し
て
い
た
交
通
安
全
コ
ツ
コ
ツ
募

金
運
動
の
積
立
金
（
19
万
円
）
を
増
田
地

区
交
通
安
全
協
会
東
成
瀬
支
部
へ
活
動
支

援
金
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

　
こ
の
安
全
を
守
る
女
性
の
会
は
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
募
金
を
活

用
し
、
毎
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１

年
生
に
腕
章
を
寄
贈
し
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会

の
解
散
に
よ
り
腕
章
の
寄
贈
が
困
難
と
な

り
、
こ
の
度
、
増
田
地
区
交
通
安
全
協
会

東
成
瀬
支
部
へ
事
業
の
継
承
と
更
な
る
交

通
安
全
運
動
活
動
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
の
思
い
を
込
め
提
供
し
た
も
の
で

す
。

　
支
援
金
を
受
け
と
っ
た
同
協
会
支
部
長

は
、
「
交
通
安
全
思
想
の
普
及
や
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
を
促
進
し
、
交
通
事
故
防

止
に
向
け
た

活
動
に
大
切

に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
。
」
と
、

感
謝
の
言
葉

を
話
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
、
東
成
瀬
小
学
校
に
お
い
て

５
年
生
が
雪
中
田
植
え
を
体
験
し
ま
し

た
。

　
昔
っ
こ
の
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け

て
、
手
ぬ
ぐ
い
や
ケ
ラ
な
ど
の
衣
装
を
身

に
ま
と
い
、
田
ん
ぼ
に
見
た
て
た
雪
上
で

稲
わ
ら
や
豆
が
ら
を
束
ね
た
苗
を
植
え
、

豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た

ち
が
つ
い
た
餅
を
食
べ
た
り
、
昔
が
た
り

を
聞
い
た
り
し
て
ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化

に
触
れ
ま
し
た
。

◆日　　時　　３月22日（日）　午前９時30分から正
午まで

◆会　　場　　東成瀬村地域交流センター　ゆるるん
◆入 場 料　　無　料
◆内　　容　　ステージ発表、展示発表
　　　　　　　15周年記念ゲストとして「谷藤　翔太さ

ん（田子内）」が出演予定です。
◆主　　催　　東成瀬村芸術文化協会

問　教育委員会　☎４７－３４１５

▲安全を守る女性の会副支部長
　から増田地区交通安全協会東成瀬支部長へ

▲豊作を祈る講師の佐々木さん

▲お餅、美味しかったです ▲餅をつく様子

第15回　なるせ芸術文化祭

11 2026.２広報　ひがしなるせ
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・村が直接雇用する隊員　５名
・民間連携隊員　41名

地域おこし協力隊　隊員数
（令和８年２月１日時点） 地域おこし協力隊

東成瀬
村

　東成瀬村でこれまで取り組まれてきたさまざまな挑戦や取り組みを、多くの方に知っていただくイ
ベント「なるフェス2026」を開催します。
　本イベントでは、村で実際に動いているプロジェクトや考え方をもとに、教育・企業・行政それぞ
れの立場から「これからの秋田」「10年後の地域」を考えるステージや展示を行います。
　会場内には、東成瀬で生まれたアイデアや取り組みを“体験できるブースも並び、来場者が自由に
見て、聞いて、対話できる内容となっています。
　東成瀬で起きている動きを、村外の方にも広く知っていただく機会であると同時に、村民の皆さま
にとっても、これまでの歩みやこれからの可能性を改めて感じていただける場です。
　お気軽にご来場ください。

◆主　　　催　なるフェス2026実行委員会
◆問い合わせ　東成瀬テックソリューションズ株式会社
　　　　　　　メールアドレス：narufes@narutech.co.jp

４月11日（土）正午から午後5時まで

秋田拠点センターALVE（秋田市、秋田駅直結）

日　時日　時

会　場会　場

なるフェス2026開催のお知らせ
― 東成瀬で生まれている「挑戦」を体験する１日 ―

12 2026.２ 広報　ひがしなるせ



　はじめまして、安田貴裕と申します。昨年10月に東成瀬
村に移住し、地域の皆さんに温かく迎えていただきながら
日々の業務に励んでいます。
　現在はJavaの専門研修を受講し、基礎から応用まで幅広
い技術を学んでいるところです。課題に取り組む中で、プ
ログラムが思い通りに動いたときの達成感や、理解が深ま
る喜びを実感しています。
　研修で得た知識を、今後は村のデジタル化の支援や、住民の皆さんが便利に利用できる仕組みづ
くりに活かしていきたいと考えています。
　まだ学びの途中ではありますが、一歩ずつ成長し、東成瀬村に貢献できるよう努力を続けてまい
ります。

　今後の目標としては、IT人材として必要な知識を身につけることはもちろん、村のイベントな
どにも積極的に参加していきたいと思っています。
　これからも村の発展に貢献できるように努力していきたいと考えています。
　よろしくお願いいたします。

安田　貴裕

　１月18日から１月24日、かねはちファームにて、秋田
県庁から委託を受けた「半農半X実証事業」が開催されま
した。
　事務局を務めるなるテックのもと、農業や地方移住に関
心を持つ関東圏在住の男性３名が参加し、いぶり大根を漬
け桶から取り出す作業をはじめ、洗浄、規格サイズへの
カット、真空包装、ラベル貼りまで一連の加工工程を体験
しました。
　本事業は今年で２回目、今年度をもって終了予定です
が、今後も東成瀬村の関係人口創出や農業分野の人手不足解消に向け、秋田県と連携しながら取り
組みを推進していきます。

高橋　平良

　東成瀬村に移住してきて４か月が経ちました。村の
方々や会社のメンバーにサポートしていただき、日々
様々なことに取り組んでいます。
　これまでの活動としては、授業支援として地域の小
学校でプログラミングについて体験してもらったり、
小中学校の先生方のお困りごとを解決する手助けなど
をしてきました。

伊藤　　和

活動日記

13 2026.２広報　ひがしなるせ
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成
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ダ
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情
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在
京
秋
田
県
人

　
　
　
　
　
　
新
春
交
歓
会

　

令
和
８
年
「
在
京
秋
田
県
人
新
春

交
歓
会
」
が
、
１
月
15
日
に
東
京
渋

谷
区
・
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
秋
田
県
と
首

都
圏
秋
田
県
人
会
連
合
会
が
主
催
す

る
新
春
の
集
い
は
、
県
選
出
国
会
議

員
と
市
町
村
長
、
各
企
業
や
団
体
、

県
内
各
地
の
ふ
る
さ
と
会
関
係
者
な

ど
２
８
０
名
ほ
ど
の
参
加
者
で
賑

わ
っ
た
。
会
場
の
出
入
口
付
近
に
参

加
者
名
簿
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「
我
が
村
か
ら
は
？
」
と
気
に
な
り

の
ぞ
い
て
み
た
。
備
前
村
長
と
顔
な

じ
み
の
Ｍ
さ
ん
の
名
前
が
あ
る
。

　

開
会
は
恒
例
と
な
っ
た
秋
田
民
謡

の
披
露
か
ら
。
民
謡
披
露
は
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
「
首
都
圏
秋
田
県
人
会

連
合
会
・
芸
能
大
会
」
の
コ
ン
ク
ー

ル
優
勝
者
。
秋
田
を
代
表
す
る
民
謡

「
秋
田
長
持
唄
」
を
じ
っ
く
り
と
拝

聴
し
た
の
ち
県
民
歌
斉
唱
、
主
催
者

挨
拶
と
続
い
た
。

　

主
催
者
挨
拶
の
鈴
木
健
太
知
事
。

大
阪
生
ま
れ
の
神
戸
育
ち
と
切
り
出

し
、
秋
田
の
生
ま
れ
で
は
な
い
が
妻

の
故
郷
に
移
り
住
ん
で
20
年
、
秋
田

で
の
生
活
が
最
も
長
く
な
っ
た
と
笑

顔
を
見
せ
た
。
秋
田
県
に
は
良
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
歴
史
的
な

風
土
や
観
光
資
源
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
力
を
込
め
る
。

知
事
は
二
人
の
若
人
を
壇
上
に
呼
ん

だ
。
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」

と
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
「
ブ
ラ
ウ
ブ

リ
ッ
ツ
秋
田
」
の
代
表
と
紹
介
し

た
。
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
も

と
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
へ
の

支
援
を
呼
び
か
け
た
。
Ｊ
２
「
ブ
ラ

ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
」
が
Ｊ
１
昇
格
を

果
た
そ
う
に
も
、
Ｊ
１
規
格
の

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
な
い
。

「
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
」
は

Ｊ
１
昇
格
に
必
須
条
件
で
あ
る
。
熱

く
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
語
る
知
事
。
そ

の
期
待
度
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
き

た
。

　

来
賓
紹
介
、
鏡
開
き
、
乾
杯
と
進

む
に
つ
れ
て
、
会
場
は
徐
々
に
故
郷

色
を
濃
く
し
て
い
く
。
乾
杯
を
契
機

に
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
一
気
に
上
が
る
。

県
内
市
町
村
か
ら
協
力
品
の
「
郷
土

料
理
コ
ー
ナ
ー
」
が
会
場
各
所
に
用

意
さ
れ
て
い
る
。
東
成
瀬
村
か
ら
は

「
に
ご
り
酒
」
が
提
供
品
（
資
料
記

載
）
と
あ
っ
た
。

　

秋
田
の
酒
に
は
秋
田
の
料
理
が
合

う
。
ハ
タ
ハ
タ
寿
司
や
い
ぶ
り
が
っ

こ
。
比
内
地
鶏
の
焼
き
鳥
は
そ
の
場

で
焼
い
て
く
れ
る
ら
し
い
。
郷
土
料

理
コ
ー
ナ
ー
は
ち
ょ
っ
と
し
た
行
列

で
あ
る
。

　

乾
杯
の
コ
ッ
プ
を
携
え
「
飲
み
相

手
」
を
探
し
な
が
ら
う
ろ
う
ろ
。
湯

沢
の
方
々
を
見
つ
け
、
仲
間
に
入
れ

て
も
ら
お
う
か
と
「
卓
」
に
近
づ
く

と
、
す
ぐ
側
に
Ｍ
さ
ん
も
い
る
。

「
同
村
会
」
な
ら
ぬ
「
雄
勝
会
」
に

そ
ば

な
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
実
に

タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
く
「
村
長
」
が
こ

ち
ら
に
近
づ
い
て
く
る
。
ほ
ん
の
つ

か
の
間
で
は
あ
っ
た
が
「
雄
勝
の
薫

り
」
が
漂
っ
た
。

　

さ
て
、
村
提
供
の
「
に
ご
り
酒
」

が
思
わ
ぬ
展
開
に
。
当
た
り
前
の
よ

う
に
「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
造
っ
て
い
た

時
代
。
ど
ぶ
ろ
く
を
摘
発
す
る
税
務

署
員
を
、
た
し
か
「
さ
ガ
し
ら
べ
」

と
言
っ
た
よ
う
な
。
村
内
に
電
話
が

数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
頃
。

「
さ
ガ
し
ら
べ
」
が
来
よ
う
も
の
な

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
伝
聞
が
村
を

駆
け
抜
け
る
。
「
ど
こ
そ
こ
ま
で
来

た
」
と
。
日
頃
か
ら
親
に
は
、
「
さ

ガ
し
ら
べ
が
来
た
ら
じ
っ
と
し
て
い

ろ
」
と
言
わ
れ
た
。
と
、
側
か
ら
若

人
が
「
そ
れ
っ
て
、
い
つ
の
時

代
？
」
と
笑
う
。
「
に
ご
り
酒
」
に

遥
か
昔
を
重
ね
る
。
帰
り
の
ロ
ビ
ー

は
名
残
を
惜
し
む
空
気
に
満
ち
て
い

た
。

ｎ
ａ
ｒ
ｕ

そ
ば
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ふるさとへの便り
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ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
無
料
ご
招
待

　
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
で
は
、
百
年
構

想
リ
ー
グ
も
秋
田
一
体
と
な
っ
て
戦
う
た

め
に
、
秋
田
県
内
自
治
体
招
待
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

　
横
手
市
・
湯
沢
市
・
東
成
瀬
村
の
皆
さ

ま
は
、
３
月
29
日
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
と
の

一
戦
に
、
抽
選
で
各
自
治
体
２
０
０
名
様

を
無
料
ご
招

待
い
た
し
ま

す
！
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
応

募
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談
会

　
土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
地
目
変
更
、
建

物
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
な
ど
登
記
に
関

す
る
ご
相
談
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ

と
な
ど

◆
日
時　
３
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

◆
会
場　
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問　
土
地
家
屋
調
査
士
会
湯
沢
支
部

☎
0
1
8
3
�
2
6
9
3

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
借
金
で
お
悩
み
の
方
か
ら
の
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。（
電
話
で
も
可
）

◆
時
間　
平
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で

問　
秋
田
財
務
事
務
所　
理
財
課

☎
０
１
８
（
８
６
２
）
４
１
９
６
（
専
用
）

統
計
の
日
の
標
語
募
集
！

　
総
務
省
で
は
、
統
計
の
重
要
性
に
対
す

る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
統
計
調
査
に
対
す
る
国
民

の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
と
定
め
ら
れ
た
「
統
計
の
日
（
10
月

18
日
）」
を
中
心
と
し
て
統
計
知
識
の
普

及
の
た
め
の
周
知
広
報
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、毎
年
「
統
計
の
日
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
初
め
と
す
る
広
報
媒
体
に

活
用
す
べ
く
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止

こ
ん
な
言
葉
が
出
た
ら
詐
欺
！
①
「
あ

な
た
の
電
話
が
数
時
間
後
に
使
え
な
く
な

り
ま
す
。」
→
指
示
さ
れ
た
番
号
を
押
す

と
ニ
セ
警
察
官
が
登
場
。
②
「
あ
な
た
の

口
座
が
不
正
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。」

→
警
察
は
電
話
で
そ
ん
な
こ
と
は
言
い
ま

せ
ん
。
③
「
ビ
デ
オ
通
話
で
逮
捕
状
を
見

せ
ま
す
。」
→
警
察
は
ビ
デ
オ
通
話
で
逮

捕
状
は
示
し
ま
せ
ん
。

　
「
電
話
を
切
っ
て
相
談
＃
９
１
１
０
」

問　
横
手
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
0
1
8
2
㉜
2
2
5
0

自
衛
官
募
集

※
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務
所

☎
0
1
8
2
㉜
3
9
2
0

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

自立相談支援事業
東成瀬村巡回相談
日時　３月 10 日（火）
　　　10：00 ～ 12：00
場所　保健センター
問　秋田県南福祉事務所
　　企画福祉課
　☎０１８２－３２－３２９４

心の健康相談
開催日　３月９日、23日（月）
時　間　９：30 〜 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会

【村へのボランティア】
・団体＝なるせ防犯
　ボランティアの皆様
【広報送付謝礼】
・長谷川　邦子様
（静岡県伊豆の国市）
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応
急
手
当
講
習
会

　
成
人
に
対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
ん
だ
応
急

手
当
講
習
会
で
す
。（
受
講
料
無
料
）

◆
日
時　
３
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で

◆
会
場　
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部

◆
定
員　
20
名

※
電
話
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

問
・
申
込
み　
広
域
消
防
署
救
急
班

☎
0
1
8
3
�
3
1
5
1

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　
年
度
末
は
運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・

登
録
窓
口
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
特
に

３
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税
基
準

日
（
４
月
１
日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹
消

登
録
手
続
き
を
行
う
方
々
に
よ
る
駆
け
込

み
申
請
及
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
、

申
請
者
の
皆
様
に
は
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
状
況
に
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
の
諸
手
続
を
ご
予
定
の
方
は
、

年
度
末
前
の
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
時
期

ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局

☎
0
5
0
（
5
5
4
0
）
2
0
1
2

特
設
人
権
相
談
所

　
近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
扶
養
・
相
続
な

ど
の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し

ま
す
。（
申
込
不
要
・
相
談
無
料
）

◆
日
時　
３
月
13
日
（
金
）、
27
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
会
場　
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問　
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局

☎
0
1
8
7
�
2
1
0
0

民
事
訴
訟
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
こ
れ
ま
で
民
事
訴
訟
手
続
き
で
は
、
書

類
を
提
出
す
る
た
め
裁
判
所
に
持
参
し
た

り
、
郵
送
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　
秋
田
地
方
裁
判
所
総
務
課

☎
0
1
8
（
8
0
3
）
0
1
8
1

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
無
料
電
話
相
談
会

　
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団
が
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。（
通
話
料

有
料
）

◆
対
象　
Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は
そ
の
ご
家

族（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
相
続
人
）

◆
電
話
相
談
の
番
号

・
0
2
2
（
2
6
5
）
0
1
5
1

・
0
2
2
（
2
6
5
）
0
1
5
2

問　
Ｂ
型
肝
炎
東
北
弁
護
団
事
務
局

☎
0
1
2
0
�
0
1
5
2

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　
労
務
管
理
等
で
お
悩
み
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
保

険
労
務
士
が
無
料
で
電
話
・
メ
ー
ル
で
の

相
談
、
個
別
訪
問
支
援
等
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
人
事
、
労

務
、
助
成
金
等
に
つ
い
て
、
お
悩
み
解
決

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時　
平
日 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

問　
秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
0
1
2
0
（
6
9
5
）
7
8
3問・申込み　総務課☎４７－３４０１



◆ごめいふくをお祈りします

（敬称略）慶弔

柳　　　愛　子　（71）　滝ノ沢

令和８年２月20日 編集・発行／東成瀬村役場企画課
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TEL0182-47-3402　FAX0182-47-3260
東成瀬村ホームページ https://vill.higashinaruse.lg.jp
Eメールアドレス info@vill.higashinaruse.akita.jp
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◎交通事故　・発生件数… １ 件 〔１件〕

 　・死者……… 0 人 〔０人〕

 　・傷者……… １ 人 〔１人〕

　　～令和８年１月19日より無事故12日～

◎交通死亡事故『０』継続日数　3559日

　　　　　　～平成２８年５月４日より～

　　　　　　（村の最長記録　3595日）

◎無火災記録　　14日

　　　　　　　 ～令和８年１月17日より～

安全記録

　●人　口　　　　　男　1,125人  ( -12)

　　　　　　　　　　女　1,073人  ( -２)

　　　　　　　　　　計　2,198人  ( -14)

　●世帯数　942戸 (－11)

　●出生　０人[４人〕●死亡　３人[30人〕

　●転入　３人[56人〕●転出　14人[120人〕

注(　)内は前月比、〔　〕は令和７年４月から

村の人口と世帯

ひがしなるせ

「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

１月の
東成瀬村

２２

撮影　広報担当
【なるせ保育園雪まつり】

今月の一枚

撮影　広報担当
【なるせ保育園節分】
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